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最近の治安情勢と
安全対策

2026 年 3 月 27 日

在デンバー日本国総領事館

【出典】
FBI 「CRIME DATA EXPLORER」
FBI 「ACTIVE SHOOTER INCIDENTS IN THE UNITED STATES 2024」
National Highway Traffic Safety Administration
警察白書 令和７年版

※本資料は2026年3月19日時点の統計数を使用
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012024年 事件統計
全米における犯罪事件件数はコロナ禍をピークとして、その後、減少に転
じ、2023年から2024年にかけては7.7％程度減少しました。

コロラド州では暴力犯罪（殺人、強制性交、加重暴行、強盗）は
28,729件から28,670件へと減少。財産犯罪（窃盗、侵入盗、自動
車盗、放火）も173,373件から157,317件に減少し、犯罪件数全体
では7.9%の減少となりました。

減少の要因は一概にいえないものの、パンデミックの収束に伴う社会的混
乱や経済的ストレスの解消、コミュニティ活動の再開などが挙げられ、また、
政府による法執行や銃規制の強化、警察活動の復旧も要因の一つと
考えられます。
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全米（人口 約3億4千万人）
【暴力犯罪】
殺 人 1 7 , 1 4 2 件
強 制 性 交 1 2 8 , 9 6 5 件
加 重 暴 行 8 4 9 , 1 5 9 件
強 盗 2 0 3 , 6 1 1 件
合 計 1 , 1 9 8 , 8 7 7件

【財産犯罪】
窃 盗 4 , 1 8 1 , 7 0 9 件
侵 入 盗 7 6 5 , 8 0 8 件
自 動 車 盗 8 5 1 , 6 3 6 件
放 火 3 6 , 4 5 8 件
合 計 5 , 8 3 5 , 6 1 1件

【人口10万人あたり】

5.0件
37.9件

249.7件
59.8件

(日本の約41.9倍)

1,229.9件
225.2件
250.4件
10.7件

(日本の約11.6倍)

日本（人口 約1億2,435万人）
【暴力犯罪】
殺 人 970件
強制性交 3,936件
加重暴行 22,292件
強 盗 1,370件
合 計 28,568件

【財産犯罪】
窃 盗 2 6 6 , 7 3 0 件
侵 入 盗 4 3 , 0 3 6 件
自動車盗 19 1 ,74 1件
放 火 7 5 8 件
合 計 502 , 265件

【人口10万人あたり】

0.78件
3.17件

17.93件
1.10件

214.50件
34.61件

154.19件
0.51件

（注）米国と日本では罪種の類型や犯罪件数の計上基準等が同一でないため、あくまでも参考値です。
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事件件数（Incidents）

19の州で発生

被害者（Casualties）

死者23人、負傷者83人

犯人（Shooters）

男：22人、女：3人

大量殺人（Mass Killing）

全体の13％

24 106

25 3

２０２４年 “Active Shooter Incidents”

012024年事件統計
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１２
オープン
スペース

４
商業施設

４
教育施設

３
政府施設

１
教会・礼拝

施設

事件発生州と場所
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02コロラド州の治安情勢
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全米（人口 約3億4千万人）
【暴力犯罪】
殺 人 1 7 , 1 4 2 件
強 制 性 交 1 2 8 , 9 6 5 件
加 重 暴 行 8 4 9 , 1 5 9 件
強 盗 2 0 3 , 6 1 1 件
合 計 1 , 1 9 8 , 8 7 7件

【財産犯罪】
窃 盗 4 , 1 8 1 , 7 0 9 件
侵 入 盗 7 6 5 , 8 0 8 件
自 動 車 盗 8 5 1 , 6 3 6 件
放 火 3 6 , 4 5 8 件
合 計 5 , 8 3 5 , 6 1 1件

コロラド州（人口 約587万人）
【暴力犯罪】
殺 人 265件
強制性交 3,645件
加重暴行 20,987件
強 盗 3,773件
合 計 28,670件

【財産犯罪】
窃 盗 1 0 6 , 0 0 9 件
侵 入 盗 2 0 , 8 0 7 件
自 動 車 盗 2 9 , 2 9 9 件
放 火 1 , 2 0 2 件
合 計 157 , 317件

【人口10万人あたり】

4.5件
62.1件

357.5件
64.2件

1,805.9件
354.4件
499.1件
20.4件

コロラド州の治安情勢

【人口10万人あたり】

5.0件
37.9件

249.7件
59.8件

1,229.9件
225.2件
250.4件
10.7件
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コロラド州の暴力犯罪件数推移
（2020年～2024年）
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殺人

殺人

強制性交

強制性交

強盗

強盗

加重暴行

加重暴行

コロラド州の財産犯罪件数推移
（2020年～2024年）
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窃盗

窃盗

侵入盗

侵入盗

放火

放火

自動車盗

自動車盗
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人口10万人あたりの犯罪発生件数
（州ランキング）
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件数 人口 万人州名順位

コロンビア特別区

アラスカ州

ニューメキシコ州

テネシー州

アーカンサス州

ルイジアナ州

カリフォルニア州

コロラド州

全米平均

件数 人口 万人州名順位

コロンビア特別区

ニューメキシコ州

コロラド州

ワシントン州

オレゴン州

ルイジアナ州

ネバダ州

カリフォルニア州

全米平均

暴力犯罪 財産犯罪

03最近の事件・事故事例
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最近注目を
受けた事件

2025年年初
ベネズエラのギャング「トレン・デ・アラグア」等との関連も疑われた移民問題を巡り、「オーロラ作戦」と称した大規模な移民の
強制捜査が行われた。

一連の捜査手法などに対し、大規模なデモ等が行われる結果となった。

6月1日
ボルダー市パールストリートモールにて、ガザでの人質解放を求めるデモに参加していた親イスラエルの人々が男に襲撃された。

犯人の男は自作の火炎瓶をデモ参加者に向けて投げつけるなどし、８人がやけど等の怪我のために病院へ搬送された。

捜査当局は本件を「標的を定めたテロ」として捜査した。

9月10日
ジェファーソン郡エバーグリーン高校で銃撃事件が発生し、生徒２名が負傷、銃撃犯は自殺した。

犯人は校舎内で銃弾を発砲して生徒１名を負傷させ、さらに校舎外に移動し、２人目を銃撃し負傷させた。

銃撃犯は１名で、約20発の銃弾が発砲されたことが確認されている。

本件が収束するまでに掛かった時間は約９分間であった。

12月24日
オーロラ市の住宅街で５人が銃撃され、２人が死亡。

警察の見解では「無差別に住民を狙った事件ではなく、標的を絞ったもの」として捜査が継続されている。

現時点でも特定の容疑者等の公表には至っておらず、引き続き、情報の提供などを呼びかけている。
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警察からの防犯アドバイス
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◆AIを利用した詐欺事件の増加
ＡＩで家族の声を生成し、電話で「誘拐された。人質にお

金を渡さないといけない。」等と騙り、と金銭を詐取しようとする
事件が発生した。
ＡＩは画像だけでなく声も生成できるため非常に危険である

ため、たとえ家族からの電話であっても簡単に信用せず、確認
をすることが重要。

◆Airbnb利用時の注意事項
長期休暇等で外泊する人に向け、SNS等で自宅を貸し出

すと広告を出し、利用者が契約金を支払って、現地に行って
みたところ、建物が無かったり、他者が居住していたといった観
光客をターゲットにした詐欺が増加。
一般人の家をAirbnbで借りる場合にはSNS等を安易に信

用せず、大手の業者から借りることを推奨。

◆車上荒らしの狙いどころ
車上荒らしはハイウェイ沿いのホテルや観光地、ハイキング

コースの駐車場等が狙われる。これから暖かくなると窓を開けた
ままの車や、観光客が荷物をそのままにして車外に出ることも
多く、犯罪件数が増加する傾向にある。
また、空港には監視カメラが多数設置されていることから、警

察のパトロールが手薄になることがあり、この隙を狙って車上荒
らしをする者もいる。犯人は単独ではなく、実行犯と見張り
（自身の車を目隠し代わりにして、外部から盗んでいるところ
が見えないようにする手口）でチームを組んで行われることが
多い。

防犯対策として荷物などは車外から見えない場所に置き、
逆に駐車場所は周囲から見やすい場所を選ぶようにし、必ず
施錠することを徹底する。
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04その他

コロラド州の
銃規制
１ 購入に関する規制
• 年齢制限：21歳以上
• バックグラウンドチェック（犯罪歴

等の調査）
• 購入後、受領までの3日間待機

２ 所持・保管ルール
• 自宅に銃を保管する場合には安

全に保管する義務が発生（金庫
等の鍵の掛かる場所への保管）

• 重罪（禁固1年以上）の既往
歴、DVで有罪判決を受けた者、
精神疾患、薬物使用者等は所
持禁止

３ 携帯ルール
• 衣服の下などに隠して携帯するには、シェ

リフ発行の許可が必要
• オープンキャリー（銃を隠さず携帯する）

は、州法では原則認められているが、地
方自治体の条例で禁止されている場所
が多数

• 禁止区域（学校、政府庁舎、空港制
限区域等）及び、「銃持ち込み禁止」を
掲げている私有地は持ち込み不可
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公的機関の職員
を装った特殊詐欺

日本の公的機関（大使館、総領事館、警察官、検察官、税関等）及び米国
の公的機関の職員を装って、金銭を詐取する特殊詐欺が発生しています。

犯人は電話で、総領事館職員や警察官、検察官等を装い、役割分担をして、
逮捕や口座凍結及びパスポート失効等を示唆して不安をあおり、それらを回避する
ためとして、指定した口座への入金や仮想通貨の購入とそれを取引アプリなどで移
動する必要があるなどと指示をしてきます。

身に覚えのない内容で金銭や個人情報を要求する不審電話を受けた場合には、
相手が何を言おうと一度電話を切ることが重要です。その上で相手が名乗った先
（着信画面に表示される番号は偽造されている可能性が高いので、ホームページ
等で確認してください。）に直接電話をかけて事実関係を確認したり、親族や友人、
警察や総領事館等の周囲の人に相談しましょう。
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05まとめ
当地における安全対策は、まずは日頃からの防犯があげられますが、

一点にだけ気を配ればよいというものではありません。

例えば、最近、全米において麻しん（はしか）が流行しています。
最新情報を得ることは、罹患者が立ち寄った場所や予防対策を知る
ことになり、最も効果的と言われているワクチン接種とは異なる、健康
の安全対策に繋がります。

また、自然災害にも目を向ける必要があります。この冬の暖冬と乾
燥により、各地で山火事が発生しています。今後、春～夏にかけては
竜巻や鉄砲水など他の自然災害にも注意が必要になってきます。避
難指示等が発出された際には速やかな避難をするために、事前にご
家族で避難経路等の相談をしておくことがとても大切です。

安全対策は日々のちょっとした情報収集と備えから始まります。皆
様が安全に過ごせますよう、日々の備えをお願いいたします。
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